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研究成果の概要（和文）：　本研究の目的は、英作文の添削をネイティブ・スピーカーや英語教師に頼るのでは
なく、無償で提供されているコンコーダンサーソフトウェア―AntConc3.2.1.0を使って、自分自身で主体的に 
英作文を改善する方法論を確立し、その有用性を実証することである。その方法論を確立するために、英語コー
パス言語学の知見と学習者コーパス研究の成果を援用する。

研究成果の概要（英文）：   The purpose of this study is to develop self diagnosis and correction 
skills of writing for learners of English as a second language by using AntConc, a freeware 
concordancer software program.

研究分野： 英語学・文体論・コーパス言語学

キーワード： 英作文教育　アクティブラーニング　自己添削　自己診断　AntConc　British National Corpus　自由
作文　コーパス
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１．研究開始当初の背景 
 これまで英作文の添削は、日本人やネイ

ティブ・スピーカーの教員によって行われ

てきた。教員が受講者の英文の添削を行い、

受講者の共通した問題点を指摘し、添削さ

れた英作文を受講生に返却するという形式

である。英作文の授業に関しては、アクテ

ィブラーニング、つまり「主体的に学ぶ」

ということが困難であった。そのようなこ

れまでの英作文指導に対して、「主体的な」 

英作文学習方法の開発が本研究の目的であ

る。英作文の添削において、「主体的に」

というのは、 自分の英作文を自らが、客観

的に分析し、発見と気づきによって自分の

英作文を自分自身で添削していくというこ

とを意味する。そのためには次の2つのこと

が必要となる。1つ目は、自分の英作文がネ

イティブ・スピーカーの英文とどう違って

いるのかを自己診断すること。2つ目は、ど

のような点に注目しながら自分の英文を自

己添削していくかというチェックポイント

を知ることである。本研究はこの 2 つの点

からインターネット上で無償提供されてい

るコンコーダンサー AntConc を使って、英

作文の自己診断と自己添削法を構築する。 

 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、英作文の添削をネイテ

ィブ・スピーカーや英語教師に頼るのでは

なく、無償で提供されているコンコーダン

サーソフトウェア―AntConc3.2.1.0を使っ

て、自分自身で主体的に 英作文を改善する

方法論を確立し、その有用性を実証するこ

とである。その方法論を確立するために、

英語コーパス言語学の知見と学習者コーパ

ス研究の成果を援用する。また、その有用

性を 明らかにするためにネイティブ・スピ

ーカーの添削英文と比較する。さらに、一

般的な英作文の授業に比べ、本研究による

英作文自己添削法による授業は、受講者の

また、達成感や動機づけの向上にどのよう

に影響するかをアンケート調査によって明

らかにする。本研究は、英語教育関係の学

会で発表する。 

 
３．研究の方法 
 英作文は、日本人の英語教師や英語のネ

イティブ・スピーカーに添削してもらう方

式が一般的で、 英作文の書き手である学習

者が自ら添削するというやり方は一般的で

はない。しかし、コンコーダンサーである 

AntConc を使って、自分の英作文のワード

リスト、コロケーション、n-gram などの機

能を使って、自分の英文とネイティブ・ス

ピーカーのデータと比較して自分の英文の

問題点を知る。学習者コーパスで指摘され

ている日本人の英語の特徴、冠詞の使用や

使役動詞 make の使い方、句動詞の過少使

用等をキーポイントに自分の英作文をチェ

ックしていく。必要に応じて英米人の書き

言葉コーパスである British National Corpus 

(BNC)や Corpus of Contemporary American 

English (COCA)と比較しながら自分の問題

点を分析していく。この自己分析から自分

の英文の問題点だけでなく、英文法に対す

る知識も次第に増えていく。自分の英文の

問題点に気づいたら、今度は自己添削、つ

まり修正加筆を行う。その際には、BNC や 

COCA をうまく使いながら多様な表現を

学び、自分の英文の文脈にあった表現を見

出し修正していく。このような自分の英文

の自己分析や自己添削において重要なのは

その手順である。本研究で開発されるチェ

ックポイントの順番、そのやり方に沿って

英文を分析、添削していくことである。学

習者の英語のレベルに関わりないチェック

ポイントマニュアルと上級英語学習者に対

して作成されるチェックポイントマニュア

ルの両方を作成する。このチェックポイン

トの項目や順番は、学習者コーパスにおい



て研究された、日本人英語学習者の特徴や

問題点を踏まえ、ネイティブ・スピーカー

の添削情報を加味して作成される。 

 
４．研究成果 

 これまで本科研の代表者は、編者の一人

として2014年に出版した『英語コーパス活

用ガイド』(赤野一郎・堀正広・投野由紀夫

編、大修館書店)において、本研究のパイロ

ット・スタディ的な論考「AntConcを使った

英作文の自己診断と自己添削法」を執筆し

た。本科研代表者の授業においてもこの方

法論を実践し、その後受講者のアンケート

を取り、この方法論の有効性と受講者の達

成感を調査し、有効性を確認した。今後の

問題点として、このような自己添削の方法

を日常的に行えるようにすることと、これ

を英作文だけでなく他の英語の技能、たと

えば読解力の向上へもつなげていく方略を

工夫する必要がある。また、JACET(大学英

語教育学会)において、シンポジウム「英語

教育にコーパスを活かす」を行い、本科研

の成果を発表した。さらに、他の共編著者

(豊田昌倫・今林修)と共に『英語のスタイル:

教えるための文体論入門』(研究社)を刊行し、

本科研の成果として「アカデミック・ライ

ティングと科学論文の英語の文体」を共著

で執筆した。 
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